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実践場所 神奈川県 川崎高等学校 実践者 大谷 彩美 

対 象 高校３年生 時間数 ４時間 

担当教科 家庭科 実践教科 フードデザイン 

ねらい 
他国の食を実際に作り、味わうことを通して、食文化への興味関心の醸成、味覚の多様性を知る中で、自らの価値基準の「ものさし」

がすべて当たり前ではないことを知り、他者を受け入れ、価値を認め合う姿勢を育む 

実践内容 

回 プログラム 備 考 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

アフリカ人に紹介したい日本料理は？ 

アフリカの基本情報・印象について質問（アフリカの国名あて・食生活の印象など） 

「アフリカ人に紹介したい日本食」について 

 

アフリカ人についての理解と食に関するイメージ収集 

～アフリカ人の大切にしていることは？日本食のうち、何を好んだ？～  

アフリカに実際に行って収集してきた情報をもとにワークを行った。 

□タンザニアについての理解（ワークシート） 

 ・地図上の理解（人口など日本との比較） 

□写真を見てタンザニアについて考える 

 ・タンザニアの食生活に関して、写真を見ながら疑問点、日本との違い、課題になりそ

うなところを書き出す 

 ・グループに分かれ写真（テーマごとに配布）を見て気がついたことをふせんに書く 

 ・追加資料を加えて、それも見て更に気がついたことを深めていく 

 ・タンザニアの食に関して「疑問に思ったこと」「日本と異なるところ」「課題になりそうな

こと」をまとめさせる 

□タンザニア人に日本食（おにぎり・みそ汁など）をふるまった結果、好評だったものと

不評だったものを予測させ、その理由と共に書かせる(ワークシート使用) 

 

実際にタンザニア料理を作ってみよう！ 

現地で調達してきたレシピなどを参考に実際にアフリカ料理を作る 

メニューは、」「日本にもある身近な食材が多く取り入れられているもの（味が想像できそ

うな（食べやすいと思われる）もの）」「日本では想像しにくい調理法・食材の組み合わせ

（ココナッツミルクと米の組み合わせなど）」「調理法が高校生でも時間内にできる難易度

であること」に留意した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試食をしながら、前時で予想した内容の答え合わせ（VTR使用）・まとめ 

 

・ワークシート 

 

 

・ワークシート 

・タンザニアの写真 

・ふせん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・VTR 

・ワークシート 

・ 料理レシピ （ メニュー

/MCHUZI WA KUKU（チキ

ン と ト マ ト の 煮込み ）

/MCHICHA（小松菜のココナ

ッツミルク煮）/MUSHIKAKI

（カレー風味焼き鳥）/WALI 

WA NAJI（ココナッツミルク

ご飯）/KACHUMBARI（野菜

サラダ）/CHAI YA MAZIWA

（ミルクティ） 

 

※UGARI（タンザニアの主

食。）も味見してもらう 

成 果 

味覚を通して、他者理解・世界との違いについて、体感させられることができた。自らが他者を自分だけの「ものさし」

で見ていることを実感し、その未熟さ・理解不充分さを、五感に訴えかけることができたと思う。教員自らも実際に出向

いたことで想像も出来ない結果を得ることができた。 

課 題 

食を通して他文化を理解するというのは異文化コミュニケーションとしては実践もしやすく、生徒たちも楽しんでくれる

内容である。今回のように、それを国際理解という目的で相互に食文化を味わうというアプローチは、自国の理解にも

つながり、非常によい手法だったと思う。 

備 考 

今回の授業の中で最もよかったのは、「他国の味になじめない自分、そして日本食も世界中の人に好まれるわけでは

ない」という瞬間をとらえられたことだった。授業を行った生徒たちには少なからず「知らないことを知る」喜びを伝えら

れたと思う。この手法で他国での展開（「カレー」をテーマになど）も考えたい。 

  

食を通じて他者を理解する～タンザニアと日本の食文化交流～ 
タイ 
トル 
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［授業実践の詳細］ 

時限目 「アフリカ人に紹介したい日本料理は？」 

１ 子どもの活動の流れ 

   ① アフリカで知っている国々や食生活の印象について答える。 

② タンザニア人に紹介したい食事（日本食）を考える。その

際、なぜその食事なのか理由と共に書きだす。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ アフリカ大陸に親近感を持ってもらおうと国名をあてを行った。

アフリカの国名をできるだけ出してみることから始めたが、タン

ザニアはもちろんのこと、そもそもアフリカの位置する場所や、

大陸の名前なども把握できていないのが現状だった。中には「フィリピン」「南アメリカ」など 

  違うエリアの国名や、国名でないものなど、アフリカがまったく身近な存在でないことが明らかな回答も見

受けられた。 

◇ 食事の方法は「床で食べる」「手で食べる」など、発展途上国という印象を持つ言葉がならび、こちらも「ア

フリカ＝貧困、貧しい」という印象なのかそれだけで答えを述べる様子が見受けられた。 

◇ 日本食として紹介したいものは自らの好みの食事を書く生徒と、日本の和食の紹介をしたいという生徒

にわかれた。 

３ 使用した教材 

＜教材１＞補助プリント 

 

 

 

1 

・アフリカについての興味関心を持

つ。 

・タンザニア人に紹介したい日本食

を理由と共に考えることを通し、日

本食の良さとは何かについて考え

る。 

この時限のねらい 
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時限目 「アフリカ人の大切にしていることは？日本食のうち、何を好んだ？」 

１ 子どもの活動の流れ 

① グループに分かれ、テーマごとに分けた写真を見ながらタン

ザニアの食生活に関して、疑問点、日本との違い、課題にな

りそうなところをふせんに書き出す。 

② 写真にひととおりふせんが貼れたところで、教員が得た印象

をまとめたメモを配布、教員が現地で感じた印象を読み追加

で課題となりそうなことを違う色のふせんに書く。 

③ ①②の活動を通し、タンザニアの食に関して「疑問に思った

こと」「日本と異なるところ」「課題になりそうなこと」をまとめ

る。 

④ ワークシートに村の中学生の大切にしていることや食習慣など、タンザニア人がどんな人なのか、どん

な暮らしをしているのかを想像したものを記入する。 

⑤ 実際に日本食（おにぎり・みそ汁など）を食べてもらったときにどの料理が好評（不評）であったかを理

由と共に予測する。 

⑥ 調理実習のレシピを見て、作り方の予習と、役割分担を決める。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

  ◇「写真での気づき」をふせんに貼る作業では、最初写真がもつ意味を伝えず「日本と異なるところ」「食

生活で気が付いたこと」を考えてもらった。簡易な包装に気付く生徒もいれば、衛生面をとらえる生徒、都

心の設備の充実度合いに感心をする生徒などもいた。しかし、写真だけでは見たことのないものも多く、

想像自体ができず、見た目の印象だけにとどまってしまったり、「何を書けばいいのかわからない」と戸惑

う生徒もいた。教員が得た印象をまとめたカードを提示すると写真の意味が把握でき、ふせんの中身も

充実してきた。 

 

  ◇ 実際に食してもらった日本食の好みの予測については好むものとして「みそ汁」「鮭のおにぎり」をあ

げた生徒が多く、不評なのは「梅干しのおにぎり」との回答がほとんどだった。理由は「梅干しはすっぱい

から嫌いなのではないか」だという答えであった。この反応は、自分たちにも好みが分かれるようなもの

（梅干し）は、タンザニアの人も好まないのではないか、といった理由のようだった。 

2 

タンザニアについての写真や問い

かけのを通して国のイメージをより

膨らませ、タンザニアと日本の食生

活と比較していく中で違いや課題

になりそうなことを考える。 

この時限のねらい 
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  ◇料理レシピを配布しての調理実習の事前学習では、食材の組み合わせに最も驚いていた。ココナッツ

ミルクを使用して炊くご飯などがその例だが、米もココナッツミルクも食したことはあってもそれを一緒に

食べる経験はしていないためだと思われる。調理法を見ても想像できない味に驚き、「食べたくない」など

嫌な印象を持つ生徒も少なくなかった。 

  

３ 使用した教材 

＜教材２＞ 気づきを与える写真と、キーワードの用紙 

 

＜教材３＞ワークシート 
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時限目 「実際にタンザニア料理を作ってみよう！」 

１ 子どもの活動の流れ 

① タンザニア料理を作る 

② 作った料理を味・食感などを考えながら試食する 

③ タンザニア人が日本食を試食している様子をビデオで見る 

④ 「おいしさ」には日本とタンザニアで違いがあることを知る 

⑤ 食を通し、互いの食文化の違いを知る中で、互いの価値観

の違いを認め合う大切さを認識させる。 

⑥ タンザニアの食事を食べてみて、感じたこと、自らの食生活

と比較してみて何を感じたか、今後の食生活をどのようにし

ていきたいと思ったかをまとめる。 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ 事前学習で予習していたため、通常の調理実習と大差なく悩まずに取り組んでいた。ただ、実際に材料

を目の前にして改めて、日本では考えにくい材料の組み合わせに驚き、食することに苦手意識を持って

しまう生徒もいた。 

◇ 出来上がった料理をみて、試食に生徒たちは最初期待していた。しかし、実際に食べてみると味につい

ては賛否両論で、「おいしくない」という感想をもつ生徒もいた。 

◇ 解答ビデオを見るまでは「日本食はおいしい、タンザニアの料理はおいしくない」という反応を示していた。

しかし、ビデオの中で、好まれると予想した日本食「おにぎり 鮭」をタンザニア人が好んでいなかったこと

には驚いていた。自分らの味覚と似ているところ異なるところに気づき、驚き、意外性を感じていた。 

◇ 映像の中でみる日本食を好まないタンザニア人を見ることでお互いの価値観があること、他者を受け入

れることの大切さを感じとってくれたものと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3  

タンザニア料理を実際に作成し、

試食することで、タンザニアの食文

化に触れる。互いの食文化の違い

を通し、互いの「おいしさ」の違いを

知る中で、偏見を取り除き、互いの

価値観を受け入れる心を育む。 

この時限のねらい 
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３ 使用した教材 

＜教材４＞ 

 調理実習レシピ※一部、現地で調達したレシピ（英文）をそのまま使用。 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 ※メニューについて 

   選定は以下のような点を考慮しています。 

   ・日本にもある身近な食材が多く取り入れられている→味が想像できる（食べやすいと思える） 

  ・日本では想像しにくい調理法・食材の組み合わせ→ココナッツミルクと米の組み合わせなど 

  ・調理法が簡単で高校生でも授業時間内でできること 

～メニュー～ 

・MCHUZI WA KUKU（ムチュジ・ワ・クク） 

  チキンとトマトの煮込み 

・MCHICHA（ムチチャ） 

  小松菜のココナッツミルク煮 

・MUSHIKAKI（ムシカキ） 

  カレー風味焼き鳥 

・WALI WA NAJI（ワリ・ワ・ナジ） 

  ココナッツミルクご飯 

・KACHUMBARI（カチュンバリ）野菜サラダ 

・CHAI YA MAZIWA（チャイ・ヤ・マズィワ） 

  ミルクティ 

※試食用に上記メニューに加え、UGARI（ウガリ：トウモ

ロコシの粉で作ったタンザニアの主食）を用意した。 
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 ＜教材５＞タンザニアの映像：生活の様子と答え合わせ挿絵や脚注を加えることで、 着目してほしい点（手

で食事をとる習慣や、海岸の魚の揚げ物やの様子など）に短時間で目が行くよう編集した。（１２分程度） 
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■ 全体を通して 

１ 授業の様子 

 

＜写真１：ムシカキの調理の様子＞          ＜写真２：ムチュジワ・クク調理の様子＞ 

 

＜写真３：ウガリ＞                      ＜写真４：完成盛り付け例＞ 

 

２ 参考文献・資料 

１）Amir.A.Mohamed『Zanzibar Tradetional Cookery』 ※タンザニアで購入 

２）アフリカ理解プロジェクト著 『アフリカンキッチン』 2005年 明石書店 

３）各種 WEBサイト 

  africaりかい net：http://africa-rikai.net/make/kitchen/ 

  e-food jp http://e-food.jp/recipe/africa/mchicha/ 

  Africa 想い出部屋：http://www.etsumi.jp/africa/recipe/recipe.html 

４）レストラン マヤ（横浜市港北区大豆戸 60-11）※ウガリなどの調理法など教授いただいた 

５）カンガ（テーブルクロスとして使用。現地調達） 

６）ウガリの粉(キャッサバ粉。現地調達) 

 

以上 

 

 

 




